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＜病棟連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・8月下旬に入院予定の患者様がCRE陽性。非常に感染が広まりやすい感染症のため、一度は目を通すようにとの事で、薬局より資料を頂いています。Bユニットのテーブルに置きますので、各自確認してください。

・メンタルケア病棟のお湯が出ない件について、お知らせいたします。
　本日、業者点検し、ボイラーの清掃などの応急処置をしてもらい、
　お湯が出るようになっています。

・薬事・薬局連絡会議やメールで連絡しておりますが、再度お盆中の薬局の体制
を連絡致します。8月16日（火）は1日オンコールのみの対応となりますので
宜しくお願いします。

薬局出勤日
　　8月13日（土）　通常出勤
　　8月14日（日）　休み　　（外来休診）
　　8月15日（月）　薬剤師１名（外来休診）
　　8月16日（火）　休み　（外来休診）

外来休診
　　8月15日（月）・16日（火）

＜入院・入室状況＞
【部屋移動】
・和田　昌様～東Aユニット11号室→東Aユニット9号室

＜患者様連絡事項＞
・高柳　和子様～本日夕～酸化マグネシウム、ロドピン追加となり4日分処方。

・青木　昭弘様～定期Ba交換日にて実施。

・森山　鈴子様～便秘4日目にて浣腸指示うけたが自然排便あり。ケンエーG浣腸液は中止指示もらい返品。

・和田　昌様～昨日より終日隔離中。食器をディスポ食器へ変更。

・中島　とし様～入院後食思不振持続し排尿量低下あり。意識レベル徐々に低下し内服困難な様子。採血データで電解質異常や腎機能低下あり。今川Drへ状態報告、指示にて至急で頭部CT・BX-P実施して所見なし、脱水の補正目的でDIV3本キープ、8/16まで指示あり。
　　　　　　　　　91歳と高齢で長期的には老衰の面が大きいと考えられ、抜本的な改善は難しい思われるが、必要に応じて内科にも相談を進めるとコメントがある（入院時は緊急時救急搬送の意向あり）。
　　　　　　　　　キーパーソンへ電話して状態説明。現治療継続希望、緊急時救急搬送→当院でできる限りの対応へ変更。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為や落ち着かなくなることあり早めに開放観察終了している。入室後は部屋から覗き込んだり時折奇声あり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00へ開放時間実施。隠れ飲水行為はないも、飲水ペースは早め。スタッフの制止の声に返事なし。発言内容がいつもより幻覚妄想的でまとまりない言動あり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。欲求時以外にもドア蹴り・ドア叩きあり。まとまりない言動も聞かれドアから出ていこうとする行為もあり。話しの途中で怒り出すこともあり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。入浴後、Bａカテーテル交換実施。特定の患者の大声に反応は変わらずあり。自傷行為はなく、拘束一時解除後再拘束に拒否なく応じられる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・中島　とし様～点滴開始後は意識レベルは低いまま経過、介護時唸声を出す程度。下肢に輸液ライン確保したが、ライントラブルなく経過。バイタルサインは特変ない。

・高柳　和子様～自室で過ごしうづくまっている事が多い。大声を出す行為や迷惑行為は特にみられない。食事も摂れている。

・板橋　ちよ様～便秘5日目。自己申告は難しい様子。所在確認しながら排便状態確認していく。また便秘時予測指示使用して排便促していく。

・根市　敏子様～便秘5日目。ある程度排便回数を答える事はできるため、排便状態や腹部症状観察していく。また便秘時予測指示使用して排便促していく。

・村上　博昭様～記録上便秘5日目、本人の排便ないと話す。ある程度排泄回数答えら
れるため、適宜便秘時使用しながら適切に排便コントロールできるよ
うに介入していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～被害念慮、関係妄想増悪無く日課を送っている。対人関係トラブル注意し引き続き退院支援進め、早期退院に向け援助していく。

･篠　竜治様～貼付薬に対する拒否無し。拘りに執着する事はほとんどなく静穏で経過。
8/10　措置解除予定だったが、保健所職員の都合により見送りとなっ
ている。松平病院の意向も確認しながら退院調整中。退院に向けて引き
続き援助していく。



